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令和４年第３回足寄町議会定例会議事録（第３号） 

令和４年９月１６日（金曜日）     
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消 防 課 長              大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教 育 次 長              丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 
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事  務  局  次  長   野 田   誠 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  一般質問＜Ｐ３～Ｐ９＞ 

 日程第 ２  報 告 第 ８ 号        令和３年度足寄町の健全化判断比率及び資金不足比率の報

告について＜Ｐ９＞ 

 日程第 ３  議案第９３号        教育委員会教育長の任命について＜Ｐ９～Ｐ１０＞ 

 日程第 ４  議案第９４号        損害賠償の額を定め和解することについて＜Ｐ１０～Ｐ１

１＞ 

 日程第 ５  議案第９１号        令和３年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定について＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第 ６  議案第９２号        令和３年度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第 ７  議案第９５号        令和３年度足寄町一般会計歳入歳出決算認定について＜Ｐ

１１～Ｐ１３＞ 

 日程第 ８  議案第９６号        令和３年度足寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第 ９  議案第９７号        令和３年度足寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第１０  議案第９８号        令和３年度足寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第１１  議案第９９号        令和３年度足寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第１２  議案第１００号        令和３年度足寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第１３  議案第１０１号        令和３年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 

 日程第１４  議案第１０２号        令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定について＜Ｐ１１～Ｐ１３＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開議宣告 

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはよう

ございます。 

 ６番熊澤芳潔君は欠席であります。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 榊原深雪君。 

 ４番。 

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） 

昨日開催されました、第３回定例会に伴う

議会運営委員会の協議の結果を報告しま

す。 

 本日は、昨日に引き続き、一般質問を行

います。 

 次に、報告第８号の報告を受けた後、議

案第９３号と議案第９４号を即決で審議い

たします。 

 次に、議案第９１号、議案第９２号及び

議案第９５号から議案第１０２号までの各

会計の決算認定について、提案理由の説明

を受け質疑を行った後、令和３年度決算審

査特別委員会を設置し、休会中の審査とい

たします。 

 以上で、報告を終わらせていただきま

す。 

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 一般質問 

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 昨日に

引き続き、一般質問を行います。 

 ９番髙橋秀樹君。 

（９番髙橋秀樹君 登壇） 

○９番（髙橋秀樹君） 議長のお許しを頂

きましたので、昨日に引き続き、一般質問

をさせていただきます。 

 昨日はサ高住についての答弁を頂いてか

らの続きとさせていただきます。 

 サ高住は必要だという答弁も頂いており

ますが、やはりサ高住足りないというか

な、そそういうところでどのように建築を

していけばいいのかなというふうに考えて

おります。 

 答弁頂いて、早急に建てるということに

はならないのかなという話でしたが、昨日

教育次長のほうからお答えを頂いておりま

す。高校の寮ですね、そこのところが来年

度のところでもう既にいっぱいになってき

ているというお話で最後になったと思いま

す。それについて、今後、足寄高校の存続

に向けた中で、足寄町が取ってきた施策、

それにおいて、当町外から来ていただく。

そういう方をやはり早急に何か手だてを打

たなければいけない。ですけれども、これ

サ高住とはちょっと全く関係ない話なので

すけれども、将来的にその寮からサ高住に

移れるという流動性がある中の一つである

というふうに私は考えております。その中

で、今現状、町長というかな、行政のほう

でどのようにお考えなのか、まず御質問を

させていただきます。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 高校生の下宿であ

りますけれども、今、昨日教育委員会のほ

うから話もありましたけれども、今ある施

設については来年度の入学者も含めて考え

ていくと、大体ほぼほぼいっぱいになって

いるというような状況になっています。そ

ういうことで、毎年毎年３年生が卒業され

て空く部屋ができ、そこにまた新しい新１

年生が入ってくるという、そういうサイク

ルの中で、４３部屋を用意させていただい

ておりまして、平均すると大体１５人ぐら

い、１学年１５人ぐらいの方たちが入って

いただければというような、そういう施設

となっています。 

 これまでの状況で考えていきますと、大
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体そのぐらいの人数、１学年１５人前後の

方が入っている形で埋まっていくという形

になるのかなというふうに思っています。

これまでは始まったばかりというところも

あって、埋まってないときもありましたけ

れども、今後でいくと、毎年毎年卒業され

た後に入っていく、卒業された後に空いた

部屋を新しい新１年生が使っていくという

形でいこうかなというように思っていまし

て、当然そこには下宿代だとかそういった

補助だとかも町として出しているところで

ありますので、あまり多くなってくるとや

はり財政的な負担なども町としては考えな

ければならないのかなというところもあり

まして、できれば今ある施設を十分に活用

しながら高校生の下宿という形で使ってい

ければいいのかなというように思っていま

す。 

 当初、最終的に高校生が入らなくなった

ときどうするのだというようなことも考え

られたわけですけれども、そのときにやは

り高齢化も進んできているということも含

めて、例えば高齢者の方たちが住む下宿、

本当に下宿、今高校生の下宿を高齢者の下

宿だとかというようなことにも転用ができ

るのかなというようにも思っていまして、

そういう形で仮に高校生が例えば使わなく

なりますよというようなときにはそういう

転用もできる、そういう施設になるのかな

というように考えていたところでありま

す。 

 現状の中では、今すぐ空いてくるだとか

という状況ではないというふうに思ってい

まして、しばらくの間は高校生の下宿とし

て、この４３部屋、これを使っていくとい

う考え方でございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君）  ９番、髙橋秀樹

君。 

○９番（髙橋秀樹君） 昨日の御答弁の中

にもケアハウスで待機者がかなりの人数が

いらっしゃるということですが、待機者２

６名ですか、その中でやはりそういうサー

ビス付き高齢者住宅、そういうのをきちん

と整備をしていくということはある意味急

務な状態になってきているのではないかな

というふうに感じております。 

 しかし、本日今ちょうど足寄町高校野球

の野球部が白樺学園と試合を今、多分始

まったばかりだというふうに思いますけれ

ども、今後どういった形になるかどうかは

分からないですけれども、今の現状から考

えると、野球部の方、足寄町を目指して来

てくれるという方が多くなってくる可能性

もある、そういうふうに考えております。

その中で、やはり来たはいいけれども、寮

がありませんよという状況になるというの

は、足寄町にとってもプラスではないとい

うふうに考えております。その中で、やは

りサ高住というかな、寮の整備というのは

早急にしていただきたいなというふうに考

えております。 

 高校を存続させるということは大前提

で、大重要な課題の一つになります。やは

りそういうような形で足寄町に来ていただ

ければ、将来的にまた足寄町で仕事しよう

かなとか、そういうような考えになってく

れる人たちがどんどん増えることによっ

て、足寄町の人口減少に歯止めをかけるこ

ともできる可能性があるというふうに私は

認識しております。そういうことを考えま

すと、やはりしっかりそこのところはやっ

ていただきたいなというふうに思います。 

 今回、こういった形で高校、教育委員会

としては、今現状の高校野球だけではない

ですけれども、やはりそういうことに関し

て今後やはりもっと間口を広げなければい

けない可能性も出ると思うのです。例え

ば、サッカーのそういう外から呼んで子供

たちを来ていただくだとか、それから弓道

も足寄町はすごく強い状態になってます。

そういう人たちが町外から来てくれるよう

な状況のときに、今の現状では駄目だと思

うのですけれども、その辺は教育委員会と



― 5 ― 

してはどのようにお考えなのかお伺いいた

します。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。 

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 振り

返ってみますと、足寄高校の問題につきま

しては高校の存続というのはこれはもう町

の活性化に直結すると、そういうことで過

去支援を続けてきているのですが、端的に

足寄高校の２間口確保のために、そのため

にどうするかということで焦点化して支援

を続けてきているのですけれども、私自身

としては一応一人でも多く来てくれること

にこしたことはないのですが、一応４１人

以上が２間口確保に最低必要ですから、そ

ういう意味でいったら安定的に５０人の確

保を一つの目途として、そういうことで進

めてきました。状況によって６０人は超え

たときはありますし、今年度が五十何人で

すかね、６０人近くありますね。そういう

ことで、５０人をめどにこれからもずっと

足寄高校にそういう志望者の生徒が１人で

も多く来てほしいなと、これはもうずっと

願っているのですけれども、いかんせん一

方では少子化のあおりで、平たく言ってそ

れぞれの市町村においていわゆる少ないパ

イを奪い合うといったらちょっと語弊があ

りますけれども、取り合っていると、そう

いう状況下にも一方であるのですよね。そ

ういうことで、２間口確保ということです

から、支援のピンポイントの支援ではそこ

なのですけれども、もっと絞ってどこかの

部活動に云々ということについては、教育

委員会としてもそれは前面に立てているわ

けではありません。たまたま結果的に町と

の協定で日ハムから元プロ野球選手が来て

くれているという、そういう人材の確保し

ているおかげで野球部員が町内外から今集

まってきてくれているという状況です。こ

の後も安定的に続けばいいなと思ってます

が、教育委員会としても、少しでもキャパ

の多い施設等々を用意できるのであればい

いですけれども、やっぱりある程度、少な

くても１０年後を見越した、そして見越し

たキャパシティーというのですかね、施設

も含めた、人数も含めて、その辺なども一

定程度落としておかなければならないので

ないかなと思っているのですよね。何かが

あって安定的に子供たちが希望者数が少な

くて、ときには４１人を切るなどというこ

とも想定しなければならないですよね。そ

のときに、さあ、施設はこういうふうにつ

くってあるけれども、いわゆる何というの

ですかね、活用がないと、そんな状況も

やっぱり一定程度視野に入れる中で対応し

ていかなければならない。ちょっと隔靴掻

痒な言い方ではっきり言えないのですけれ

ども、そんなことで教育委員会、私個人と

しては今の施設をある程度上限として、そ

して限りなく毎年５０人くらいの希望者

を、一方、今回の野球などのように一つの

部活動が何かのきっかけで、そういう何か

の条件というのですかね、きっかけですご

く集まってくるなどということもあり得ま

すよね。これからすごいサッカーの先生が

来てだとか、たまたまいい成績を収めた  

からも来るとかとしますよね。その場合に

つきましては、高校それから足寄高校の振

興会、あるいは必要に応じて今で言ったら

野球部の後援会の保護者あたりなどと教育

会議開いて話合いを進めて、どういう方法

が教育委員会として可能、どういう支援が

教育委員会として可能なのか、どこまでな

らいいのかということも含めて、対応して

いかなければならないなというふうに思っ

ています。現状では、今の状態で推移して

いく、推移を見守っていくしかないのかな

と。これで例えばちょっとつらいのは、

せっかく用意してありますよと、でも現実

的に今回などでも断り入れているのですよ

ね。断り入れているので、それはやっぱり

委員会としてもつらいのですよ。今後例え

ば野球部などのように、そういう他町村か

らの子が多い場合については、今ちょっと

申し上げましたように、やっぱり高校さ
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ん、あるいは野球部の後援会あたりと教育

委員会も中に入って、かすがい役として何

かいい方法がないのか、個人的な民宿など

も含めながら、そういう何かいい方法を模

索していくしかないのかなと、そんなふう

に思っています。 

 ちょっと質問に正対していないような答

弁で申し訳ないのですけれども、御理解願

えればなと思っております。 

○議長（吉田敏男君）  ９番、髙橋秀樹

君。 

○９番（髙橋秀樹君） 今、教育長の答弁

でいろいろなことが理解できました。 

 現状やっぱり断っている方もいらっしゃ

る。その中で、今後の学生さんたちの入っ

てくる、少子化ですから入ってくる量も少

なくなる、そういうのも十分承知の上でい

ろいろなことを考えられている。もちろん

行政のほうでもそういうことを一緒になっ

て考えているのだというふうに理解はいた

します。 

 しかし、足寄町存続という形で一度かじ

を切りました。その中で、やはりしっかり

とした道筋を再度再構築していくというこ

とは、絶対的に必要なのだというふうに

思っております。 

 やはり先ほど言いましたけれども、ケア

ハウスの待機者非常に多い。今後も昨日の

出していただいた統計によると、高齢化率

がずっと高いまま、このまま続いていく。

そういう形で２,０００人台がずっと続いて

いくという、やっぱりそういう年を取って

いって自分たちの住んでいる場所も古く

なってきたと。それであれば、ここのとこ

ろで住むよりは、みんなと一緒に共同生活

ではないけれども、一つ一つのところで食

事ができたりだとかというところをきちん

と整備していくというのは、これからの社

会にとって、足寄町にとって一番ベターな

方法なのかなというような考えも持ってお

ります。 

 そこで、前回ラポラをつくったときのよ

うな形で、例えば民間で、いや私たちはや

はり足寄町の窮状に対して協力をしていく

のだというふうになったときに、前回と同

じような形式で町としてはそれもやむなし

というふうなお考えを持てるのか。それと

も、いや民間でやるなら勝手に民間でやっ

てくださいというふうに言うのか。もしく

は、行政のほうでも昨日は、私たちはつ

くっていかなければいけないというような

御返答も頂いているのですけれども、もし

民間の人たちが協力いたしますよというふ

うになったときはどこまで協力をしていた

だけるのか、その辺をちょっとお伺いをし

たいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） サ高住をつくると

きに、例えば民間の方たちがやっていただ

けるというところでいくと、やっぱり一番

いいのは建てて、それから運営も含めて

やっていただけるというのが一番ありがた

いなというように思っているところであり

ます。 

 ラポラをつくったときには、建物につい

ては民間の人たちに造っていただいて、運

営については町のほうで運営しますよとい

うような形で、民設公営みたいな形の中で

運営をさせていただいているというような

ことになっています。 

 今後、サ高住をどうしていくのかという

部分については、まだ検討はこれからなの

ですけれども、例えば施設をつくるという

ようなことで町でつくるということもあり

ますし、例えば町からの補助金を出して民

間の方につくっていただくだとか、そんな

こともいろいろな形が考えられるのかなと

いうように思っています。最近でいけば、

町からお金は出すけれども民間でつくって

いただいて民間で運営していただくだと

か、いろいろな形がこれからは考えられる

時代なのかなというように思っています。

ですから、いろいろな形で、例えばつくる

よということになったら、いろいろな形を
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検討しながら進めていかなければならない

のかなというように思っています。 

 やっぱりほかのところの施設もそうなの

ですけれども、サ高住ですからサービスが

つかなければなりません。そうすると、

サービスを提供する運営の中でもやはり介

護職員だとか、そういったものをきちんと

確保しなければなりませんし、例えば食事

を提供するとなれば調理員さんも探さなけ

ればならないだとか、そういったようない

ろいろと、ほかの施設でも今大変苦慮して

いる、そういったものも併せてやりながら

ではないと運営は、施設つくっても、つ

くっただけではなくてやっぱり運営の部分

も含めて考えていかなければならないとい

うことになりますので、十分な検討が必要

になってくるのかなというように思ってい

ます。 

 そういうことで、昨日もお話しさせてい

ただきましたけれども、まずは特養をとい

うことで、サ高住についてはその後また検

討していこうということにしておりますけ

れども、併せて少しずついろいろな形でで

きるものはないのかなというようなこと含

めて、研究なり調査なりしながら検討を進

めていければというように思っています。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君）  ９番、髙橋秀樹

君。 

○９番（髙橋秀樹君） 理解できておりま

す。 

 これから人口がどんどん減っていく、そ

の中でやはり高齢者が増えていく、高齢者

が絶対的人数は増えないのですけれども、

そういういろいろな支援を必要だという人

はどんどん変わらずずっといつづけるとい

うかな、人口的には変わっていかない。そ

の中でやはりきちんとした先を見た中で、

計画を立てていっていただきたいなという

ふうに思っています。 

 サ高住という形でそういうのをつくると

いうふうになると、ちょっと時間がかか

る。だけれども、寮という側面も持たせな

がらいくと案外早くできる可能性も秘めて

いるのかなというふうに考えております。

そのときにはやはり民間のまた力をお借り

するだとか、いろいろな方法も考えていか

なければいけないのかなというふうに考え

ておりますので、その辺は十分に検討な

さったところで進めていっていただきたい

と思います。 

 話は変わります。 

 昨日、ちょっと聞き忘れたというか、７

月２７日の大雨のときに特老のほうに水が

わっと出たとき、そのとき特老のほうでは

どのような対応をしたのか、それちょっと

聞き忘れましたのでお伺いしたいなという

ふうに思っています。 

 避難をされる準備をしたのか、またもし

くは、あそこは水が入ってくる可能性があ

るので、もし水が入るということになった

ときに、そこの入所している人たちはどこ

にどういうふうに退避させるのかというこ

とを含めて御質問をさせていただきます。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

 まず、雨が降ってきたときに福祉課と特

別養護老人ホームのほうで、この雨で状況

が大丈夫かどうかということで連絡を取っ

ておりまして、その後、駐車場のほうまで

土砂が流入してきたという報告を受けまし

た。そこで、福祉課の庁舎のほうから職員

が向かいまして、どのような対応ができる

かということを確認しに行ったのですけれ

ども、その段階で建設課のほうにお願いを

しまして、対応を検討をお願いいたしまし

た。入所者につきましては、駐車場のほう

まで流れてきたものですから、始め勢いが

あったものですから、このままだったらも

しかして本当に建物のほうまで来るのでは

ないかというようなちょっと心配もして、

その段階ではやっぱり移動させる、自分で

歩行できるような方が少ないので、まずは
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反対側の東側の建物のほうに、もしそうい

う危険がある場合については、皆さん入所

者の方を一番遠いところにまず移動させて

様子を見ましょうということで、打合せを

しました。ただ、今回につきましては、そ

こまでは幸い至らなかったので、移動させ

るようなことはありませんでしたけれど

も、なかなか避難をするということも一瞬

検討の中には出たのですけれども、雨の中

を高齢の方をバスなり、車に乗せることも

危険ですし、それは難しいということにな

りました。 

 あとデイサービスもそのとき開催されて

いたのですけれども、そのときにはもう夕

方でしたので、利用されている方について

はもうお帰りになった後でした。また、職

員の方についても雨が降っているというこ

とで、早めに帰宅をされたというふうに

伺っております。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君）  ９番、髙橋秀樹

君。 

○９番（髙橋秀樹君） 災害というかな、

本当に突然の雨、大量の雨だったので、多

分全く想定外のようなことがまた突然起き

たのだと。今後、そういう事象が増えるか

もしれない。もう１００年に一度の大雨だ

とかというようなことではなくて、もう近

年でいったら本当にもう何年か置きに雨が

降ってくる。ゲリラ豪雨みたいな突然の集

中豪雨みたいな感じで、そういうような雨

が降ってくる。その中で今現状そういうふ

うな山を背負っているわけですから、そう

いうような形で危険性がある箇所でありま

す。そのときに、どういうような対処をす

るかというのは多分訓練までいくのか、そ

ういうこともやられているのだというふう

に思うのですけれども、その辺の対処の方

法というのは、そのときになって、いやど

うしよう、こっちに行かせなければいけな

いではなくて、もう先にそういう訓練なり

ということをやっておかなければいけない

のだというふうに思うのですけれども、そ

の辺に関してはきちんとした訓練等々は

行っているのかお伺いいたします。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ちょっと詳細

なことはあれなのですけれども、まず防災

訓練とか消火訓練とかいうのは特養のほう

ではやっておりまして、今週特養のほうで

訓練をちょうど行ったところでございま

す。 

 入所者につきましては、先ほど申し上げ

たとおり、歩行ができる方とかできない方

とかもいらっしゃいますので、今回は歩行

ができる方を対象に移動をしていただくと

か、そういうのも含めて防災訓練のような

訓練も実施しております。 

○議長（吉田敏男君）  ９番、髙橋秀樹

君。 

○９番（髙橋秀樹君） 少し安心です。 

 しっかりとそういうのは訓練していただ

いて、寝たきりの方もいらっしゃるでしょ

うから、そういう人たちをどういうように

搬送するということもしっかりと行政のほ

うで考えていただければよろしいかなとい

うふうに思います。 

 最後に、今回いろいろとこの施設に関し

て質問をさせていただきました。足寄町の

やはり足りないところ、足りないところと

いうかな、今後やっていかなければいけな

いこと、いろいろな方向性が見えたのだと

いうふうに思います。この中で、やっぱり

最後に町長のほうから今後、やはり福祉と

いうのは必要なときに必要なところに必要

なサービスをしっかりとしていかなければ

いけない。そのときに対応できるような体

制も取っておかなければいけない。そうい

うような形をしていかなければいけないの

だというふうに思っています。 

 町長のほうから答弁を頂いて、私の一般

質問に代えさせていただきます。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） ますます高齢化が
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進んできているというのはもう間違いのな

いところでございまして、いろいろと人口

推計などもお示しさせていただいたところ

でありますけれども、高齢者の数自体はそ

んなに大きく変わってないけれども、多分

人口はどんどん下がっていく、少なくなっ

ていくということですから、やはり高齢者

の方たちは一定の数がまだしばらくの間い

らっしゃるけれども、その方たちを支えて

いく人たちの部分がだんだん少なくなって

いくという、そういうようなことがこれか

らまだまだ進んでいくのだろうというふう

に思っています。 

 そういったことで考えていきますと、

やっぱり高齢者の方たちをどう支えていく

のか、そういうことがやはり今検討してい

かなければならないときでありますし、そ

ういう施設等のハード面もそうですけれど

も、ソフト面の部分もやっぱりきちんと取

り組んでいかなければならない時期だとい

うように思っています。 

 やはり今までの、特養は確かに古くなっ

てきて、来年で多分たしか建築後５０年ぐ

らいになるというようなこともありますの

で、これは早急に建築をしていかなければ

ならないということで、総合計画の中にも

うたわれている部分であります。その部分

はもうちょっと本来からするともうちょっ

と早くということだったのですが、少し遅

くなってきていますけれども、これについ

てはなるべく早い段階で整備をしていかな

ければならないというように考えていると

ころであります。 

 それから、いろいろな課題はありますけ

れども、やはりソフト面でいくと人材です

ね、介護人材の確保ということがやはり課

題、今現在課題になっているのかなという

ように思っています。そういったことで、

いかに足寄町に介護人材を増やしていくか

といったところが、今後の大きな課題には

なっていくのかなというように思っている

ところであります。地元で介護人材を育て

ていくという、育成していくということも

必要ですし、それからほかの町から来てい

ただく、そういったことについてもやはり

必要になってくるのかなと。トータルでき

ちんと必要な介護人材を育てるなり確保す

るなりということが課題なのかなというよ

うに思っています。 

 そういうことも含めてやりながら、高齢

になっても１人とか２人とかの単身世帯に

なったり、それから夫婦世帯になったりだ

とかになっても希望する方たちは足寄町で

いつまでも住み続けられるという、そうい

う地域づくりがこれからしていかなければ

ならないというように考えているところで

あります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 これにて、９番髙橋秀樹君の一般質問を

終えます。 

 これで一般質問を終了をいたします。 

 

◎ 報告第８号 

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 報告第

８号令和３年度足寄町の健全化判断比率及

び資金不足比率の報告についての件を議題

といたします。 

 本件について、報告を求めます。 

 総務課長 松野 孝君。 

○総務課長（松野 孝君） 追加提出議案

書の１ページをお願いいたします。 

 ただいま議題となりました、報告第８号

令和３年度足寄町の健全化判断比率及び資

金不足比率の報告について、御説明申し上

げます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法

律第３条第１項及び第２２条第１項の規定

により、健全化判断比率及び資金不足比率

を監査委員の意見をつけて、次のとおり御

報告をするものでございます。 

 まず１点目といたしまして、地方公共団

体の財政の健全化に関する法律第３条第１

項の規定に基づく健全化判断比率について
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ですが、①の実質赤字比率、②の連結実質

赤字比率は共に黒字であるため数値の表示

はございません。 

 ③の実質公債費比率は１０.１％でござい

ます。 

 ④の将来負担比率はマイナスであります

ので、数値の表示はございません。 

 ２点目は、法律第２２条第１項の規定に

基づく公営企業会計の資金不足比率につい

てですが、上水道事業会計、国民健康保険

病院事業会計、簡易水道特別会計、公共下

水道事業特別会計、いずれの会計におきま

しても資金不足は生じておりませんので、

数値の表示はございません。 

 ３ページに監査委員の意見書、４ページ

及び５ページに各比率の積算資料を添付し

ておりますので、御参照くださいますよう

お願いいたします。 

 以上のとおり、御報告申し上げます。 

○議長（吉田敏男君） これにて、報告を

終わります。 

 ただいまの報告に対し、質疑を行いま

す。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これをもって、報告を終わります。 

 

◎ 議案第９３号 

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 議案第

９３号教育委員会教育長の任命についての

件を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題とな

りました、議案第９３号教育委員会教育長

の任命について、提案理由の御説明を申し

上げます。 

 下記の者を足寄町教育委員会教育長に任

命いたしたく、地方行政の組織及び運営に

関する法律第４条第１項の規定により、議

会の同意をお願いするものでございます。 

 提案する方につきましては、住所、帯広

市西８条北３丁目４番地８、氏名、東海林

弘哉氏、昭和３５年１０月３１日生まれで

ございます。 

 提案理由につきましては、現教育長の藤

代和昭氏から、令和４年９月３０日の任期

満了をもって退任する旨の申出があったこ

とに伴い、後任を任命するに当たり、議会

の同意をお願いするものでございます。 

 東海林氏の略歴につきましては、記載の

とおりでございますので、説明は省略させ

ていただきます。 

 御同意賜りますようよろしくお願い申し

上げ、提案理由の御説明とさせていただき

ます。 

○議長（吉田敏男君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、議案第９３号教育委員会教育

長の任命についての件を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第９３号教育委員会教

育長の任命についての件は、同意すること

に決定をいたしました。 

 

◎ 議案第９４号 

○議長（吉田敏男君） 日程第４ 議案第

９４号損害賠償の額を定め和解することに

ついての件を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま
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す。 

 建設課長 増田 徹君。 

○建設課長（増田 徹君） 追加提出議案

書７ページをお開き願います。 

 ただいま議題となりました、議案第９４

号損害賠償の額を定め和解することについ

て、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本年６月開会の第２回足寄町議会定例会

において、令和４年３月６日に発生した除

雪車両による物損事故について御報告をし

ているところでありますが、このたび足寄

町農業協同組合と足寄町との間で損害賠償

の額を定め和解を成立させるため、地方自

治法第９６条第１項第１２号及び第１３号

の規定により、議会の議決をお願いするも

のでございます。 

 損害賠償の額は４３４万９,４０７円でご

ざいます。 

 示談の内容について御説明申し上げま

す。 

 追加提出議案書７ページ右側を御覧くだ

さい。 

 事故発生日時、令和４年３月６日、午後

０時１０分頃。 

 事故発生場所、足寄町南７条１丁目５４

番地、足寄町農業協同組合給油所内でござ

います。 

 事故の原因、状況につきましては、町の

除雪ダンプが給油のために給油設備に寄せ

たところ、目測を誤り保護屋根に衝突し、

屋根及び支柱を損壊させたものでございま

す。 

 当事者、甲足寄町の運転手は、住所足寄

町西町３丁目１番地７６、会計年度任用職

員、梶間広太。車両登録番号、帯広１００

は４３５０でございます。 

 当事者、乙の所有者につきましては、住

所足寄町南３条１丁目１８番地、氏名、足

寄町農業協同組合でございます。 

 甲乙の損害賠償の過失割合は、甲が１０

０％、乙が０％で、甲は乙に対し修繕費用

の全額４３４万９,４０７円を支払うもので

あります。 

 また、甲乙間には本示談に定めるほか、

賠償金以外の債務については、一切ないこ

ととしております。 

 なお、本件に係る賠償金につきまして

は、自動車共済金を財源に議案第１０３号

一般会計補正予算第５号により提案をさせ

ていただくこととしております。 

 以上、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（吉田敏男君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第９４号損害賠償の額を

定め和解することについての件を採決をし

ます。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第９４号損害賠償の額

を定め和解することについての件は、原案

のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第９１号から議案第１０２号まで 

○議長（吉田敏男君） 日程第５ 議案第

９１号令和３年度足寄町上水道事業会計剰

余金の処分及び決算認定についての件から

日程第１４ 議案第１０２号令和３年度足
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寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出

決算認定についての件までの１０件を一括

議題といたします。 

 本件について提案理由の説明を求めま

す。 

 総務課長 松野 孝君。 

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題

となりました、議案第９１号令和３年度足

寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算

認定について、及び議案第９２号令和３年

度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認

定について、並びに議案第９５号令和３年

度足寄町一般会計歳入歳出決算認定につい

てから議案第１０２号令和３年度足寄町資

源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決算認

定についてまで、一括提案理由を御説明申

し上げます。 

 議案書１５ページをお願いいたします。 

 議案第９１号令和３年度足寄町上水道事

業会計剰余金の処分及び決算認定について

御説明申し上げます。 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定に

より、令和３年度足寄町上水道事業会計決

算に伴う剰余金を剰余金処分計算書案のと

おり処分し、あわせて同法第３０条第４項

の規定により、令和３年度足寄町上水道事

業会計決算を監査委員の意見をつけて議会

の認定に付するものでございます。 

 次に、議案第９２号令和３年度足寄町国

民健康保険病院事業会計決算認定について

御説明申し上げます。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定に

より、令和３年度足寄町国民健康保険病院

事業会計決算を監査委員の意見をつけて議

会の認定に付するものでございます。 

 続いて、追加提出議案書の８ページをお

願いいたします。 

 議案第９５号令和３年度足寄町一般会計

歳入歳出決算認定について御説明申し上げ

ます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町一般会計歳入歳出決

算を監査委員の意見をつけて議会の認定に

付するものでございます。 

 次に、議案第９６号令和３年度足寄町国

民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について御説明申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつ

けて議会の認定に付するものでございま

す。 

 次に、議案第９７号令和３年度足寄町簡

易水道特別会計歳入歳出決算認定について

御説明申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町簡易水道特別会計歳

入歳出決算を監査委員の意見をつけて議会

の認定に付するものでございます。 

 次に、議案第９８号令和３年度足寄町公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて御説明申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけ

て議会の認定に付するものでございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 議案第９９号令和３年度足寄町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定について御説明

申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町介護保険特別会計歳

入歳出決算を監査委員の意見をつけて議会

の認定に付するものでございます。 

 次に、議案第１００号令和３年度足寄町

介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認

定について御説明申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町介護サービス事業特

別会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつ

けて議会の認定に付するものでございま

す。 

 次に、議案第１０１号令和３年度足寄町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
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について御説明申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけ

て議会の認定に付するものでございます。 

 次に、議案第１０２号令和３年度足寄町

資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決算

認定について御説明申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業

特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を

つけて議会の認定に付するものでございま

す。 

 以上で、議案第９１号令和３年度足寄町

上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

について、及び議案第９２号令和３年度足

寄町国民健康保険病院事業会計決算認定に

ついて、並びに議案第９５号令和３年度足

寄町一般会計歳入歳出決算認定についてか

ら議案第１０２号令和３年度足寄町資源ご

み処理等事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついてまで、一括提案理由の説明とさせて

いただきます。御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（吉田敏男君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りをいたします。 

 本件につきましては、議長と議会選出監

査委員を除く１１人の委員で構成する令和

３年度決算審査特別委員会を設置をし、こ

れに付託して休会中の審査にすることにし

たいと思います。 

 なお、議会は令和３年度決算審査特別委

員会に対し地方自治法第９８条第１項の規

定による審査を付与することにしたいと思

います。 

 これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本件については議長と議会

選出監査委員を除く１１人の委員で構成す

る令和３年度決算審査特別委員会を設置

し、これに付託して休会中の審査にするこ

とを決定をいたしました。 

 ここで、暫時休憩をいたします。 

 休憩中に特別委員会を開催をし、正副委

員長の互選をお願いをいたします。 

午前１０時５７分 休憩 

午前１１時０４分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（吉田敏男君） 諸般の報告をしま

す。 

 令和３年度決算審査特別委員会の正副委

員長の互選が行われ、その結果の報告が議

長の手元に参りましたので報告をいたしま

す。 

 委員長に髙橋秀樹君、副委員長に髙橋健

一君、以上のとおりです。 

 

◎ 散会宣告 

○議長（吉田敏男君） 以上で、本日の日

程は全部終了をいたしました。 

 本日はこれで散会をいたします。 

 次回の会議は、９月２６日、午前１０時

より開会をいたします。 

 大変御苦労さまでございました。 

午前１１時０５分 散会 
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